
　
古 河 市 で は 、 ６ 月

 

3 0 日 に 優 良 工 事 施 行 業

者 表 彰 式 を 挙 行 い た し ま し た 。　
こ の 表 彰 は 、 受 注 工 事 に お い て 優 秀 な 成 績

を 収 め 、 か つ 、 そ の 他 の 基 準 を 満 た し て い る建 設 業 者 を 表 彰 す る も の で あ り 、 入 札 お よ び契 約 制 度 の 公 平 性 お よ び 透 明 性 の 向 上 な ら びに 工 事 の 品 質 確 保 を 図 る た め に 実 施 し て お りま す 。　
今 回 受 賞 さ れ た 皆 さ ま に お か れ ま し て は 、

日 頃 か ら 、 高 い 施 工 技 術 や 現 場 管 理 能 力 の 向

上 に 努 め ら れ 、 大 変 優 秀 な 成 績 を 収 め ら れ まし た 。　
こ の 受 賞 を 機 に 、 更 な る 技 術 の 向 上 に 努 め

ら れ ま す と と も に 、 今 後 と も 、 本 市 の 振 興 およ び 発 展 の た め 、 な お 一 層 の ご 尽 力 を 賜 り ます よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。　
結 び に 、 こ の 表 彰 が 建 設 業 の 皆 さ ま へ の 大

き な 励 み と な り 、 施 工 さ れ る 建 設 工 事 の 更 なる 品 質 、 士 気 向 上 に つ な が る こ と を 祈 念 い たし ま し て 、 あ い さ つ と さ せ て い た だ き ま す 。

ご あ い さ つ

針 谷

　 　

力

古 河 市 長

優 秀 技 術  7  者 栄 え あ る 受 賞2 0 2 2 年 度 古 河 市
優 良 工 事 施 行 業 者 表 彰

2 0 2 2  年 度 古 河 市 優 良 工 事 施 行 業 者

対 象 者 工 事 名 工 事 場 所 請 負 金 額

㈱ 鬼 山 工 業
2  国 補 交 付 第  5  号 －  4  柳 橋

下 大 野 線 道 路 改 良 工 事
古 河 市 下 大 野 3 1, 1 7 4, 0 0 0 円

開 発 産 業 ㈱
Ｒ  3  国 補 防 安 第  1  号 東 牛 谷

Ｈ  0 2 5 5  道 路 改 良 工 事
古 河 市 東 牛 谷 1 9, 0 8 5, 0 0 0 円

㈱ 菊 池 工 業

2  国 都  8  －  1 0   2  Ａ  1 3  －

1  号 線 道 路 改 良 ・ 地 区 外 雨

水 施 設 工 事

駅 東 区 画  2

工 区 内
5 2, 9 6 5, 0 0 0 円

㈱ 幸 土
3  国 市 公 下 第  1  号 駅 東 区 枝

線 管 き ょ 工 事

古 河 駅 東 部 土

地 区 画 整 理 

事 業 地 区 内

（ 旭 町 ニ 丁 目 ）

4 3, 0 9 8, 0 0 0 円

㈱ タ カ ノ 重

機 土 木

2  国 補 交 付 第  5  号 －  2  柳 橋

下 大 野 線 下 大 野 橋 上 部 工 事
古 河 市 下 大 野 1 0 0, 8 2 6, 0 0 0 円

㈲ 中 村 建 材
Ｒ  3  市 単 補 修 第  1  号 尾 崎 Ｓ

0 2 0 3  道 路 補 修 工 事
古 河 市 尾 崎 2 1, 8 7 9, 0 0 0 円

㈲ 丸 勝 建 設
3  国 補 交 付 第  5  号 －  1  柳 橋

下 大 野 線 道 路 改 良 工 事

古 河 市 柳 橋 ・

下 大 野
2 9, 7 7 7, 0 0 0 円

　 古 河 市 の 2 0 2 2 年 度 優 良 工 事 施 行 業 者 表 彰 式 が 6 月 3 0 日 、 市 役 所

総 和 庁 舎 3 階 特 別 会 議 室 で 執 り 行 わ れ た 。 高 い 技 術 力 を 発 揮 し た

受 賞 者 7 者 に 針 谷 力 市 長 か ら 表 彰 状 が 授 与 さ れ た 。 審 査 基 準 は 2 1

年 度 に 評 定 を 受 け た 工 事 で 、 8 0 点 以 上 の 工 事 成 績 評 定 を 受 け て

お り 、 2 0 年 度 お よ び 2 1 年 度 に 評 定 を 受 け た 工 事 に お い て Ｄ 以 下

の 評 価 （ 6 5 点 未 満 ） の 評 定 を 受 け て い な い こ と な ど 。

代 表 取 締 役  鬼 　 山 　 大 　 介

〒 3 0 6 － 0 1 2 5 　 茨 城 県 古 河 市 仁 連 1 5 1 3

T E L 0 2 8 0 － 7 6 － 8 6 2 3 　 F A X 0 2 8 0 － 7 6 － 9 5 4 8

株 式 会 社 鬼 山 工 業

代 表 取 締 役  高 　 野 　 博 　 文

〒 3 0 6 － 0 2 0 2 　 茨 城 県 古 河 市 稲 宮 8 3 5 － 7

T E L 0 2 8 0 － 9 8 － 3 1 4 2 ㈹ 　 F A X 0 2 8 0 － 9 8 － 3 1 3 0

特 定 建 設 業  I S O 9 0 0 1 認 証 取 得

CI VI L  E N G IN E E R IN G

株 式
会 社 タ カ ノ 重 機 土 木

代 表 取 締 役 菊 池 忠 行

本 社 　 〒 3 0 6 － 0 2 0 2
古 河 市 稲 宮 6 6 4 － 2
T E L 0 2 8 0 － 9 8 － 0 1 0 0
F A X 0 2 8 0 － 9 8 － 0 3 7 5

野 木 営 業 所 　 〒 3 2 9 － 0 1 0 4
栃 木 県 野 木 町 佐 川 野 1 3 6 0 － 1 0
T E L 0 2 8 0 － 5 7 － 9 8 5 3
F A X 0 2 8 0 － 5 7 － 9 8 5 3

国 土 交 通 大 臣 許 可 ・ 特 定 建 設 業

株 式 会 社 菊 池 工 業

代 表 取 締 役  鳴 　 海 　 正 　 尚

〒 3 0 6 － 0 2 2 1 　 茨 城 県 古 河 市 駒 羽 根 1 － 4

T E L 0 2 8 0 － 9 2 － 6 1 1 7 　 F A X 0 2 8 0 － 9 2 － 0 3 0 6

有 限 会 社 丸 勝 建 設
特 定 建 設 業

総 合 建 設 業
信 頼 と ニ ー ズ に 応 え る

代 表 取 締 役  鹿 　 嶋 　 千 　 誉
〒 3 0 6 － 0 1 2 5 　 茨 城 県 古 河 市 仁 連 3 6 3 － １

T E L 0 2 8 0 － 7 6 － 1 6 1 6 　 F A X 0 2 8 0 － 7 6 － 1 9 7 6

代 表 取 締 役  中 　 村 　 友 　 裕

〒 3 0 6 － 0 1 0 6 　 茨 城 県 古 河 市 北 間 中 橋 1 7 7 － 1 5

T E L 0 2 8 0 － 7 6 － 2 2 6 8 　 F A X 0 2 8 0 － 7 6 － 7 5 6 2

有 限 会 社  中 村 建 材
茨 城 県 知 事 許 可 （ 特 － 3 0 ） 第 1 0 8 8 0 号

特 定 建 設 業

幸 土
代 表 取 締 役  諏 　 訪 　 延 　 幸

〒 3 0 6 － 0 2 0 2 　 茨 城 県 古 河 市 稲 宮 1 1 5 5

T E L 0 2 8 0 － 9 8 － 1 1 9 8 　 F A X 0 2 8 0 － 9 8 － 5 6 7 4

社 会 資 本 整 備 を

通 し て 地 域 の 発 展 に

貢 献 い た し ま す

　
今 後 、 基 本 構 想 で は 基 本

コ ン セ プ ト や 立 地 計 画 、 基本 計 画 で は 導 入 機 能 、 概 略設 計 、 整 備 ・ 管 理 運 営 手 法な ど を 取 り ま と め る 方 針 。　
６ 月 に 行 わ れ た 第 １ 回 検

討 委 員 会 で は 、 ◇ 今 後 の 検討 の 進 め 方 に つ い て ◇ 道 の駅 実 現 に 向 け た ロ ー ド マ ップ に つ い て ◇ 基 本 理 念 お よび コ ン セ プ ト （ 素 案 ） に つい て ◇ Ｉ Ｃ 周 辺 と 候 補 地 の考 え 方 に つ い て ◇ 立 地 計 画に つ い て

－ を 話 し 合 っ た 。

　
市 の 上 位 ・ 関 連 計 画 や 市

の 現 状 、 課 題 な ど を 踏 ま えた コ ン セ プ ト （ 案 ） と し て「 ナ カ に つ な が る ・ ナ カ から つ な げ る ・ 道 の 駅 」 を 設　
説 明 会 は 、 水 戸 市 環 境 整

備 事 業 協 同 組 合 （ 市 野 沢 秀

定 。 那 珂 Ｉ Ｃ と 地 域 内 外 の魅 力 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 、地 域 経 済 の 活 性 化 に つ な げる 拠 点 を 創 出 す る 。　
候 補 地 の 考 え 方 で は 、 前

面 道 路 の 交 通 量 を 考 慮 す るこ と が 重 要 で あ る と し 、 ４車 線 化 事 業 中 の 都 市 計 画 道路 「 菅 谷 ・ 飯 田 線 」  （ バ ード ラ イ ン ） 上 に あ る 主 要 な交 差 点 間 を 設 置 場 所 と し て想 定 。　
飯 田 押 敷 交 差 点 北 側 、 飯

田 押 敷 交 差 点 南 側 、 飯 田 大洞 交 差 点 と 市 道 五 差 路 を 候補 地 と し て 示 し た 。 ４ 候 補地 は 、 い ず れ も 市 街 化 調 整区 域 で 、 敷 地 周 辺 に は 田 畑が 広 が る 。夫 理 事 長 ）  、 水 戸 市 建 設 業協 同 組 合 （ 根 本 勝 義 理 事

長 ）  、 水 戸 市造 園 建 設 業 協同 組 合 （ 時 沢義 明 理 事 長 ）  、水 戸 市 解 体 業協 同 組 合 （ 足立 隆 夫 理 事長 ） に 対 し て実 施 し た 。　
災 害 発 生

時 、 各 団 体 は市 の 要 請 に 応じ て 様 々 な 活動 を 実 施 す るこ と に な っ てお り 、 あ ら ため て 災 害 対 応

ル を 経 て 、 本 年 度 ㈱ 建 設 技術 研 究 所 （ 茨 城 事 務 所 ） と契 約 を 締 結 し 、 基 本 構 想 およ び 基 本 計 画 の 策 定 に 向 けて 具 体 的 な 検 討 を 開 始 した 。　
７ 月 下 旬 に 予 定 さ れ て い

る 第 ２ 回 検 討 委 員 会 で は 、◇ 導 入 機 能 の 基 本 方 針 ◇ 設置 場 所 候 補 地 の 比 較 ◇ 基 本構 想 （ 素 案 ）

－ な ど に つ い

て 協 議 す る 。

る と と も に 、 基 本 設 計 に も取 り 掛 か る （ ～

2 4年 度 ）  。

　
さ ら に 、

2 4年 度 は 事 業 認

定 、 用 地 買 収 の 手 続 き を 進め 、

2 5年 度 に 実 施 設 計 、

2 6

年 度 ～

2 7年 度 で 建 設 工 事 を

行 う 。　
常 磐 自 動 車 道 ・ 那 珂 Ｉ Ｃ

は 、 １ ９ ８ ４ 年 に 供 用 開始 。 周 辺 地 域 で 国 道 １ １ ８号 の ４ 車 線 化 や 県 植 物 園 のリ ニ ュ ー ア ル な ど が 計 画 され て い る こ と を 受 け 、 市 は好 機 を 生 か し て 地 域 活 性 化て い る た め 外 気 の 影 響 を 受け て 劣 化 が 進 ん で い る 。　
具 体 的 な 工 事 範 囲 や 概 算

工 事 費 は 現 段 階 は 、 基 本 計画 の 中 で 定 め て い く 。　
基 本 計 画 策 定 業 務 の 事 業

者 選 定 は 指 名 競 争 入 札 で 行う 。 予 定 価 格 は ３ ５ ６ 万 円（ 税 抜 き ） で ７ 月 ６ 日 に 開札 す る 。 ど 。 設 計 は サ ン コ ー コ ン サル タ ン ト ㈱ が 担 当 し た 。　
修 繕 工 事 の 主 な 内 容 は 、

断 面 修 復 工 、 橋 面 舗 装 工 など を 予 定 し て い る 。 ま た 、尾 崎 橋 の 他 の 橋 梁 補 修 工 事　
な お 、 市 は 環 境 整 備 事 業

協 同 組 合 と 「 災 害 時 に お ける 廃 棄 物 の 処 理 等 の 協 力 に関 す る 協 定 」 を ２ ０ １ ３ 年に 、 建 設 業 協 同 組 合 と 「 災害 時 に お け る 応 急 措 置 及 び応 急 復 旧 の 協 力 に 関 す る 協定 」 を

0 9年 に 、  「 道 路 等 に

お け る 防 災 措 置 及 び 応 急 措置 に 関 す る 協 定 」 を

1 3年 に

締 結 。　
造 園 建 設 業 協 同 組 合 と は

「 災 害 時 に お け る 応 援 措 置
の 協 力 に 関 す る 協 定 」 を

1 5

年 に 締 結 し 、 解 体 業 協 同 組合 と は 「 災 害 時 に お け る 倒壊 建 築 物 の 除 去 等 応 急 活 動の 協 力 に 関 す る 協 定 書 」 を
1 6年 に 取 り 交 わ し て い る 。

　
事 業 ス ケ ジ ュ ー ル に よ る

と 、 本 年 度 は 基 本 構 想 ・ 基本 計 画 を 策 定 す る ほ か 、 ＰＰ Ｐ ／ Ｐ Ｆ Ｉ 導 入 可 能 性 調査 を 実 施 。

2 3年 度 に は 事 業

者 募 集 や 平 面 測 量 に 着 手 す　
牛 久 市 は 下 根 保 育 園 の 長

寿 命 化 工 事 を 計 画 、 本 年 度に 基 本 計 画 の 策 定 に 着 手 する 。 順 調 な ら 来 年 度 に 設 計に 取 り 掛 か っ て ２ ０ ２ ４ 年度 か ら 着 工 を 目 指 す 。　
下 根 保 育 園 は １ ９ ９ ９ 年

築 で 総 延 べ 床 面 積 は １ ２ ２３ ・ ９ ４ ㎡ 。 コ ン ク リ ー トの 打 ち っ ぱ な し で 施 工 さ れ 　
県 境 工 事 事 務 所 は 、 国 道

１ ２ ５ 号 の 尾 崎 橋 （ 古 河 市尾 崎 地 内 ） の 修 繕 工 事 を 実施 す る 。 遅 く と も ９ 月 ま でに は 一 般 競 争 入 札 で 公 告 した い 考 え 。 工 期 は ６ カ 月 ほ時 系 列 （ イ メ ー ジ ） な ど を説 明 し た 。　
大 ま か な 流 れ と し て は 、

大 規 模 災 害 が 発 生 し た 際 、市 は 速 や か に 災 害 対 策 本 部を 設 置 。　
各 団 体 の 代 表 者 は 市 役 所

本 庁 舎 へ 参 集 し 、 市 か ら の要 請 内 容 を 確 認 す る 。 協 力要 請 に 応 じ て 復 旧 対 応 の 準備 な ど を 進 め 、 対 応 班 を 選定 し 、 現 場 で の 応 急 復 旧 作業 を 実 施 す る 。

を 図 る こ と と し た 。　
こ れ ま で 、

2 1年 度 ㈱ エ イ

ト 日 本 技 術 開 発 （ 水 戸 事 務所 ） に 委 託 し た 市 場 環 境 調査 で は 、 市 民 意 向 調 査 や 既存 道 の 駅 利 用 者 へ の ニ ー ズ調 査 、 交 通 量 調 査 、 道 の 駅利 用 者 数 の 推 計 、 事 業 収 支構 造 の 検 討 、 経 済 効 果 お よび 地 域 振 興 の 検 討 な ど を 実施 。　
ま た 、 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ

　
常 陸 大 宮 市 は 、 大 賀 小 学

校 （ 小 祝 ２ １ ８

－ ２ ） の 受

水 槽 更 新 工 事 と 大 宮 西 小 学校  （ 抽 ヶ 台 町 ２ ９ ０ ６

－ ８ ）

の 浄 化 槽 解 体 ・ 公 共 下 水 道接 続 工 事 を 行 う 。 い ず れ もも ま と め て 発 注 す る 可 能 性が あ る 。　
尾 崎 橋 の 構 造 は コ ン ク

リ ー ト 橋 、 橋 長

2 2・ ４ ｍ 、

幅 員 ８ ｍ ほ ど 。 架 設 年 は １９ ５ ３ 年 。 西 仁 連 川 を 跨 いで 架 か る 。　
北 茨 城 市 は 、 華 川 公 民 館

水 沼 分 館 （ 旧 水 沼 中 学 校 ）の プ ー ル 解 体 工 事 を 行 う 。工 事 費 に は １ ３ １ ０ 万 １ ００ ０ 円 を 確 保 。 第 ３ 四 半 期中 に 指 名 を 通 知 す る 。　
同 プ ー ル は 、 旧 水 沼 中 学

校 で 使 用 さ れ て い た 。 ２ ００ １ 年 ３ 月 の 廃 校 後 は 華 川公 民 館 水 沼 分 館 と し て 管 理さ れ て い る が 、 使 用 さ れ てい な い た め 解 体 す る 。　
Ｐ Ｃ 製 プ ー ル 本 体 は 、
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ｍ × ９ ｍ （ ４ レ ー ン ）  。 その ほ か 更 衣 室 棟 （ Ｃ Ｂ 造 平屋 建 て 、

9 9㎡ ） な ど も 解 体

す る 。 工 期 は 約 ６ カ 月 。　
な お 担 当 課 に よ る と 、 現

時 点 で 校 舎 の 解 体 予 定 は ない と い う 。

［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

○○○○○○○○○●○○

○●○○○○○○○●○○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○●○○

○○○○○○○○○○○○○○○○●○○

　
水 戸 市 の 高 橋 靖 市 長 は ６ 月

2 7日 、 災 害 時 の 連 携

体 制 強 化 に 向 け た 説 明 会 を 災 害 廃 棄 物 関 係 の ４ 団体 に 対 し て 実 施 し た 。 市 は 災 害 時 に お け る 協 力 に関 す る 協 定 を 各 団 体 と 締 結 し て お り 、 災 害 廃 棄 物の 適 正 か つ 迅 速 な 処 理 が 被 災 者 支 援 に つ な が る こと か ら 、 そ の 手 順 に つ い て 説 明 。 連 携 体 制 を 確 認す る と と も に 、 平 常 時  ・  災 害 時 の 協 力 を 要 請 し た 。 　
複 合 型 交 流 拠 点 施 設 「 道 の 駅 」 の 整 備 に 向 け て 那 珂 市 は 、 本 年 度 基 本 構 想 ・

基 本 計 画 を 策 定 す る 。 基 本 構 想 ・ 基 本 計 画 を 策 定 す る に 当 た り 、 市 は 学 識 経 験者 や 市 内 団 体 な ど で 構 成 す る 検 討 委 員 会 お よ び 庁 内 ワ ー キ ン グ 委 員 会 を 設 置 。全 ６ 回 （ 予 定 ） の 委 員 会 の 中 で 検 討 を 進 め て い く 。 民 間 活 力 導 入 の 可 能 性 な ども 調 査 し た 上 で 、 ２ ０ ２ ３ 年 度 に は 基 本 設 計 に 取 り 掛 か る 見 通 し 。

2 6年 度 の 着

工 、

2 8年 度 の 供 用 開 始 を 目 指 す 。

現 在 委 託 し て い る 実 施 設 計を ま と め た 後 、 ９ 月 ご ろ 指名 を 通 知 す る 。　
大 賀 小 で は 、 工 事 費 ８ ５

１ 万 ４ ０ ０ ０ 円 を 措 置 し 、経 年 に よ り 劣 化 し て い る 高架 水 槽 （ Ｆ Ｒ Ｐ 製 ） を 更 新す る 。 実 施 設 計 は ㈱ 水 工 エン ジ ニ ア リ ン グ （ 大 宮 営 業所 ） が 担 当 。 工 期 は ５ カ 月を 見 込 ん で い る 。　
大 宮 西 小 で は 、 工 事 費 １

１ １ ５ 万 ４ ０ ０ ０ 円 を 充て 、 公 共 下 水 道 へ の 接 続 、お よ び 接 続 に 伴 い 使 わ れ なく な る 浄 化 槽 の 解 体 に 着手 。  実 施 設 計 は ㈱ 玄 設 計  （ 常陸 大 宮 営 業 所 ） が ま と め てい る 。 工 期 が 約 ６ カ 月 。

那 珂 市
 建 設 候 補 地

な
　

　
ど 話 し 合 う

道 の 駅 整 備 へ 検 討 委
廃 棄 物 関 係 団 体 に 説 明

災 害 時 の 連 携 体 制 強 化

水 戸 市

県 境 工 事

 ９ 月 ま で に 一 般 公 告

1 2 5号 の 尾 崎 橋 を 修 繕下 根 保 育 園 の 長 寿 命 化

大 賀 小 受 水 槽 更 新

な
　

　
ど

本 年 度 に 基 本 計 画

９ 月 ご ろ 指 名 競 争
牛 久 市

常 陸 大 宮 市

廃 校 の 水 沼 中 学

2 5 ｍ プ ー ル 解 体

《 北 茨 城 市 》

（ 1 0 ）2 0 2 2  年 （ 令 和  4  年 ）7  月  1  日 　 金 曜 日


